
原宿外苑中学校と
スーパーよさこい

よさこいの起源は、高知県高知
市で１９５４年に始まった「よさ
こい祭り」。当初は、高知の民謡
「よさこい節」をアレンジした「よ
さこい鳴子踊り」を踊る祭りで
した。いろんな人に親しまれる
ようにと、ルールは 2つだけ。
そのおかげで今では全国にチー
ムがあり、原宿外苑中学校もそ
のひとつ。今回は、中学生のよ
さこいにかける思いを取材して
きました！

よさこいって
なに？
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スーパーよさこいへの出場が７回目となる
原宿外苑中学校（以下、ハラガイ）。昨年
度までは地域のよさこい連とともに出場して
いましたが、今年は学校単体での出場とな
ります。
副校長先生によると、スーパーよさこいへ
の出場が恒例となる前から、ハラガイでは
体育祭の演目としてよさこいを踊っていた
そう。１年生から体育の授業で鳴子の鳴ら
し方や踊りを習い始めるのだとか。また、昼
休み等を利用して３年生の有志が主体と
なり下級生に教える機会をつくり、学校全体
で楽しみながら練習に励んでいます。保護
者や地域の人と混ざりながらの練習もあり、
よさこいを通して生徒たちが地域に溶け込
む機会にもなっていました。

今年が学校単体での初出場と
いうことで、新しい踊りに挑戦！
原宿表参道欅会、そして様々な
よさこいチームの協力のもと出
来上がった新曲。本来であれ
ば半年以上の練習期間がある
ところ、この新曲が決まったの
が５月。３ヶ月の練習期間で習
得し、さらには３年生有志が振

り付けを考えるパートも。その
気合いは下級生にも伝わり、取
材時点で２３日は１４４人（2.
３年生有志）、２日目は８８人
（１年生有志が中心）の参加が
決定。特に２日目は例年３０ー
４０人ほどとのことで、生徒た
ちの熱を感じられます。

ハラガイの衣装は
「蝶」がモチーフ！
オレンジとネイビーの
衣装を目印に、見かけたら
ぜひ応援してくださいね。

チームハラガイ、今年の見どころ
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